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■ご来光に託す思い

　９月19日、岩木山お山参詣は最終

日の朔日（ついたち）山を迎えました。

岩木山山頂では、２年ぶりのご来光

を仰いだ参拝者が、登山囃子（ばやし）

が鳴り響く中、手を合わせて五穀豊

穣や家内安全などを祈願しました。

 特　集

カラスが住みにくい街を目指して ････
●市　政／弘前城菊と紅葉まつり ･････････････

　　　　　地域包括支援センターほか

●お知らせ／催し、教室など ･････････････････

●健　康／ 健康に関する講座など ･･･････････

●話　題／ 弘前写真館 ･････････････････････
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カ
ラ
ス
が
住
み
に
く
い

カ
ラ
ス
が
住
み
に
く
い

今
年（
１
月
〜
３
月
）の

カ
ラ
ス
調
査
に
つ
い
て

　

当
市
に
お
け
る
例
年
の
カ
ラ
ス

の
動
向
は
、
秋
遅
く
に
弘
前
公
園

に
集
ま
り
は
じ
め
、
２
月
の
雪
灯

籠
ま
つ
り
を
境
に
ね
ぐ
ら
を
元
寺

町
や
百
石
町
、
鍛
冶
町
や
銅
屋
町

方
面
に
移
し
、
そ
の
後
３
月
ご
ろ

か
ら
、
巣
作
り
の
た
め
分
散
し
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
年
は
、
１
月
早
々
か

ら
約
２
７
０
０
羽
の
カ
ラ
ス
が
、

駅
前
や
土
手
町
な
ど
の
市
街
地
で

転
々
と
ね
ぐ
ら
を
移
動
を
す
る
と

い
う
例
年
に
な
い
動
き
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
市
で
は
本
年

度
、
市
内
一
円
に
お
け
る
カ
ラ
ス

の
行
動
を
把
握
す
る
た
め
、
ね
ぐ

ら
の
位
置
や
集
団
の
移
動
先
な
ど

に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

問
題
化
し
た
の
は

昭
和
58
年
ご
ろ　

　

市
で
は
、
昭
和
58
年
ご
ろ
か
ら

カ
ラ
ス
被
害
が
問
題
化
し
は
じ
め

ま
し
た
。

　

当
初
は
土
手
町
に
あ
っ
た
ハ
イ

ロ
ー
ザ
や
カ
ネ
長
の
屋
上
に
ね
ぐ

ら
を
構
え
て
い
ま
し
た
が
、
建
物

が
無
く
な
っ
て
か
ら
は
弘
前
公
園

の
堀
端
を
中
心
に
ね
ぐ
ら
を
構
え

て
い
ま
す
。
こ
の
ね
ぐ
ら
に
つ
い

て
は
、
な
ぜ
毎
年
こ
こ
を
選
ぶ
の

か
は
現
在
で
も
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
推
測
で
は
こ
の
場
所
が
適

度
に
暗
く
、
天
敵
が
襲
っ
て
き
て

も
す
ぐ
に
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
市
の

取
り
組
み　
　
　

　

市
で
は
カ
ラ
ス
被
害
が
問
題
化

し
て
以
来
、
目
玉
模
様
の
風
船
の

設
置
や
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
、
花
火
、

カ
ラ
ス
が
嫌
が
る
オ
オ
タ
カ
の
鳴

き
声
、
音
波
発
生
器
に
よ
る
威

嚇
、
弘
前
公
園
の
堀
端
へ
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
ど
の
方
法
も
一
時
的
に
は
分

散
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
も

の
の
、
す
ぐ
に
慣
れ
て
し
ま
い
、

抜
本
的
な
解
決
に
は
つ
な
が
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
平
成
19
年
度
に
、

カ
ラ
ス
の
ね
ぐ
ら
と
な
っ
て
い
る

弘
前
公
園
へ
ハ
ロ
ゲ
ン
投
光
器

（
さ
く
ら
ま
つ
り
の
夜
間
照
明
に

使
用
し
て
い
る
強
力
な
照
明
）
で

照
射
し
た
と
こ
ろ
、
カ
ラ
ス
は
ね

ぐ
ら
に
光
が
当
た
る
こ
と
を
嫌
が

る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
カ
ラ
ス
は
近

辺
に
移
動
し
た
だ
け
で
、
む
し
ろ

被
害
が
近
辺
ビ
ル
・
住
宅
に
広
が

る
結
果
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
方

法
も
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。

捕
獲
す
る
こ
と
で　

カ
ラ
ス
は
減
る
の
か

　

カ
ラ
ス
被
害
の
対
策
と
し
て
、

全
国
的
に
は
「
お
り
」
で
捕
獲
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
捕
獲
数
は
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
即
効
的
な
効
果
は
あ
ま
り
み

ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

環
境
省
自
然
環
境
局
の
資
料
に

よ
る
と
、
一
般
に
お
り
で
捕
獲
さ

れ
る
カ
ラ
ス
は
警
戒
心
が
薄
い
た

め
、
繁
殖
能
力
が
低
い
若
い
鳥
が

ほ
と
ん
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
若
い
鳥
は
自
然
界
で
も

生
き
延
び
る
可
能
性
が
低
く
、
本

当
に
捕
獲
し
た
い
繁
殖
に
か
か
わ

り
の
あ
る
成
鳥
は
、
な
か
な
か
捕

獲
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

捕
獲
に
よ
る
カ
ラ
ス
の
減
少
効
果

は
期
待
で
き
な
い
と
い
う
実
態
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
弘
前
市
と
同
様
に
カ
ラ

ス
被
害
を
受
け
て
い
る
全
国
の
都

市
の
状
況
を
み
る
と
、
必
ず
し
も

捕
獲
し
た
カ
ラ
ス
の
数
だ
け
減
る

と
は
限
ら
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
逆

に
増
え
て
し
ま
っ
た
例
も
あ
り
ま

す
。
平
成
13
年
度
か
ら
大
規
模
な

カ
ラ
ス
対
策
を
行
い
、
大
量
に
カ

ラ
ス
を
捕
獲
し
た
東
京
都
に
お
い

て
も
、
以
前
よ
り
は
全
体
の
生
息

数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
19

年
度
か
ら
は
ま
た
増
加
傾
向
に
転

じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
つ
の
地
域
で
捕
獲

し
て
も
そ
の
地
域
内
に
餌
と
な
る

食
べ
物
が
あ
る
な
ど
生
息
条
件
が

良
け
れ
ば
、
周
辺
か
ら
移
動
し
て

き
て
繁
殖
す
る
こ
と
や
、
そ
も
そ

も
正
確
な
生
息
数
・
繁
殖
数
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

捕
獲
数
よ
り
も
繁
殖
数
が
多
け
れ

ば
減
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

な
ど
に
原
因
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
の
市
の
対
策
に

つ
い
て　
　
　
　
　

　

市
内
の
農
村
部
で
は
畑
荒
ら
し

対
策
と
し
て
、
銃
器
な
ど
を
使
用

　
　
　

街
を
目
指
し
て

　
　
　

街
を
目
指
し
て※鳥獣の保護を図るための事業を実施するとともに、猟具の使

用に関する危険を予防することで、生物の多様性の確保、生活
環境の保全および農林水産業の健全な発展に寄与することを目
的とする法律。

▼

弘前公園にハロゲン投光器で照射

カ
ラ
ス
が
住
み
に
く
い

　
　
　

街
を
目
指
し
て

　
▼

貸
し
出
し
し
て
い
る

　
　
　
　

「
防
鳥
ネ
ッ
ト
」

し
、
毎
年
２
０
０
羽
近
く
の
カ
ラ

ス
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

同
じ
方
法
を
市
街
地
で
実
施
す
る

こ
と
は
、
流
れ
弾
な
ど
の
危
険
性

を
考
え
る
と
困
難
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
市
で
は
、
市
街

地
の
カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て
は
捕

獲
に
頼
ら
ず
、
餌
と
な
る
生
ご
み

を
断
つ
こ
と
を
基
本
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
本
年
度
は
、
カ
ラ
ス

に
よ
る
食
い
散
ら
か
し
防
止
効
果

が
高
い
と
評
判
の
、
従
来
よ
り
網

の
目
の
細
か
い
黄
色
い
防
鳥
ネ
ッ

ト
を
購
入
し
、
全
町
会
に
希
望
を

と
っ
た
上
で
、被
害
が
大
き
い
、箱

形
で
な
い
集
積
所
を
管
理
し
て
い

る
町
会
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の

で
、有
効
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
今
年
実
施
し
た
カ
ラ
ス
調
査
は

来
年
も
継
続
し
て
実
施
す
る
予
定

で
す
。

▲夕方に追手門広場に集まるカラス

　全国的にカラスと人間との間でさまざまな摩擦が生
じ、その被害がテレビや新聞などで取り上げられていま
す。
　当市においても、夕方になるとカラスが弘前公園周辺
などの市街地に集まり、ふん公害や耳障りな鳴き声で市
民を不快な気分にさせています。また、ごみ集積所にお
ける収集前のごみの散乱や繁殖期に見られる威嚇行動な
ど、被害は後を絶ちません。 
　しかし、それらは私たちの生活様式（ごみの出し方、
不用な給餌など）にも一因があると思われます。
　カラスは「鳥獣保護及び狩猟の適正化に関する法律
（※）」により、原則として捕獲が禁止された野生鳥獣で
あることから、一人一人の心掛けと地域ぐるみで、カラ
ス対策に取り組むことが大切です。
■問い合わせ先　環境保全課環境保全係（☎ 40・7035）



カラス 市民の皆さんへ

犬や猫などへの餌やりの後始末をしましょう

　カラスは生ごみのほかにも、犬や猫のペットフード、ハ

トに与えた餌なども食料にします。餌やりの都度、後始末

を忘れないようにしましょう。

巣を作らせないようにしましょう

　カラスは住宅地の庭木、街路樹などの枝に巣を作ります。

自宅の庭に、カラスの巣が作られないよう、不要な枝を払

うなどの対策をお願いします。

自分の家の回りに集団で現れた場合の対応

　カラスは、突然の光や音に驚き、飛び立つ傾向があるた

め、懐中電灯や花火など何か音が出る物での追い払いも可

能です。町会など地域一体の取り組みにより、高い効果が

期待できます。なお、音での追い払いに当たっては、場所

や時間帯など周辺への十分な配慮をお願いします。

ごみ出しについて

　カラスの被害を防ぐためには、餌を与えないことが最も

効果が高いといわれていますが、特に生ごみを出す際は、

次のような工夫をしてみましょう。

ご

①生ごみを隠す

よく水を切り、新聞紙などで

包んで生ごみが外から見えな

いようにしましょう。

②収集日を守る

収集日以外に出されたごみは

収集されないため、カラスの

格好の餌になります。

③ネットなどを利用する

生ごみを出した後は、カラス

よけのネットをごみ袋の上に

きちんとかけましょう。

　　お願いです

　カラスによる被害を少なくするた
めには、市民皆さんの協力が必要不
可欠です。以下の項目について日ご
ろから心掛け、カラスが住みにくく
なるような街を目指しましょう。
■問い合わせ先　環境保全課環境保
全係（☎ 40・7035）

の特性を
知る

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11 月 12 月

集団生活 巣作り 産卵・温卵
ひな
巣立ち

集団生活

ふん害のピーク 親カラス威嚇行為

　最近の研究によれば、カラスは神経質でとても賢いことが分かってきました。このようにカラ

スの特性について知ることは、わたしたちの生活に及ぼすさまざまな被害を未然に防ぐことにも

つながります。　　　　　　　　　　■問い合わせ先　環境保全課環境保全係（☎ 40・7035）

カラスの一年の動き

カラスは神経質でとても賢いこ

カラス

　カラスは 11 月～３月ごろまで集団生活を行いますが、ふ
ん害のピークは１月～３月ごろです。

カラスの巣を見つけたら

　巣作りは３月～４月ですが、中に卵やひながいなければ、個人でも撤去

することができます。ただし、卵やひながいる場合は県の許可が必要にな

ります。

カラスの威嚇行為について

　産卵やひなの巣立つ時期（５月～７月）は、親カラスは子カラスを守るため、威嚇行為（主に低空

で飛びながら、後頭部を足のつめで襲ってきます）を行いますが、次のような方法で防御は可能です。

①カラスにいたずらをしない

　子育ての時期には警戒心が異常に強いので、刺激するような行為は慎み

ましょう。

②巣やひなには近づかない

　巣の近くに行くとカラスは鳴き声で警告します。回り道するなど巣に近

づかないようにしましょう。

※どうしても巣のそばを通らなければならない場合には、傘やかばんなどで

後頭部を保護しながら、声などをあげずに速やかにその場を離れてください。

③傘をさす

　カラスは頭上から攻撃しますので、傘をさすことで防ぐことができます。ま

た、傘や長い棒を持ち歩くだけでもカラスに対する威嚇効果があるといわれて

います。

▼

撤
去
に
は
許
可
が
必
要
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今
年
も
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
を

　
　
　
　

無
料
運
行

　

生
垣
見
本
園
前
で
は
、
毎
年
子

ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

を
無
料
で
運
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
由
広
場
に
は
動
物
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
や
豪
華
な
「
菊

の
五
重
塔
」「
菊
の
岩
木
山
」
を

設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
（
右
ペ
ー
ジ
の
イ

ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
参
照
）。

　

こ
の
ほ
か
、
市
民
参
加
の
市
民

菊
花
展
や
み
ち
の
く
山
草
盆
栽

展
、錦
石
・
美
石
展
な
ど
も
開
催
。

日
曜
、祝
日
に
は
三
の
丸
庭
園
で
、

「
弘
前
茶
道
協
会
」の
協
力
に
よ
る

抹
茶
接
待
を
行
い
ま
す
（
有
料
）。

テ
ー
マ
は
「
天
地
人
」

　

三
の
丸
庭
園
に
設
け
ら
れ
る
菊

人
形
ゾ
ー
ン
の
今
年
の
テ
ー
マ

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
人
気

の「
天
地
人
」。「
長
谷
堂
の
戦
い
」

や
「
毘
沙
門
堂
」
な
ど
の
場
面
を

菊
人
形
で
再
現
す
る
ほ
か
、
庭
園

を
借
景
し
た
豪
華
な
演
出
は
見
応

え
十
分
で
す
。

　

子
ど
も
ゾ
ー
ン
で
は
、
子
ど
も

に
人
気
の
動
物
や
恐
竜
な
ど
を
か

た
ど
っ
た
ト
ピ
ア
リ
ー（
造
形
菊
）

や
り
ん
ご
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ア
ー

ち
ゃ
ん
、プ
ー
ち
ゃ
ん
、ル
ー
ち
ゃ

ん
の
菊
人
形
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　

日
だ
ま
り
の
中
、
弘
前
公
園
で

秋
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
会　

期　

10
月
23
日
（
金
）
〜

11
月
８
日
（
日
）、
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
公
園
内
「
弘
前

城
植
物
園
」

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
観
光
館

（
下
白
銀
町
、
☎
37
・
５
５
０
１
）

ま
つ
り
期
間
は　
　

特
別
企
画
展
を
開
催

　

本
丸
の
弘
前
城
天
守
３
階
で

は
、
本
丸
御
殿
を
復
元
し
た
模
型

（
常
設
）
と
全
国
城
郭
パ
ネ
ル
も

展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
時　

10
月
23
日
（
金
）

〜
11
月
８
日
（
日
）、
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
観
光
館

（
下
白
銀
町
、
☎
37
・
５
５
０
１
）

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

弘
前
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
皆
さ
ん
が
案
内
し
ま
す
。
追

手
門
と
東
門
付
近
に
詰
め
所
が
あ

り
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
利
用
を
。

▽
案
内
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

▽
案
内
範
囲　

弘
前
公
園
お
よ
び

周
辺

▽
ガ
イ
ド
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
（
市
立

観
光
館
内
、
☎
35
・
３
１
３
１
）

※料金の（　）内は10人以上の団体料金。
　入場券の発売は午後４時半まで。

午前９時～
　午後５時

大人（高校生以上）300 円（240 円）
小人（小・中学生）100 円（  80 円）

※ 65歳以上の市民、市内の小・中学生や障害者、
外国人留学生は無料。身分を証明できるものを
提示してください。

弘前城菊と紅葉まつり（植物園）入場料

午前９時～
　午後５時

大人（高校生以上）300 円（240 円）
小人（小・中学生）100 円（  80 円）

※ 65歳以上の市民、市内の小・中学生や障害者、
外国人留学生は無料。身分を証明できるものを
提示してください。

特別企画展（本丸・北の郭）入場料

午前９時～
　午後５時

大人（高校生以上）500 円（450 円）

小人（小・中学生）160 円（130 円）

共通（植物園と本丸・北の郭）入場料

開会式アトラクション

開催日 時　　間 イベント名 会　場

10月23日（金） 午前９時 10分～
開会式アトラクション　　
大開保育園による鼓笛隊

植物園

10月24日（土）
午前 10時 30 分～ 郷土芸能 〃

午後１時 30分～ 木原たけしショー 〃

10月25日（日）
午前 11時～

サエラくつろぎコンサート 〃
午後１時 30分～

10月31日（土）
午前 10時 30 分～ 高杉保育園ちびっこ太鼓 〃

午後１時 30分～ 木田俊之ショー 〃

11月１日（日）
午前 10時～ お城でＹＯＳＡＫＯＩ 〃

午後１時 30分～ お城でＹＯＳＡＫＯＩ 本　丸

11月３日（火・祝）

午前 11時～ 山田・八木橋お笑いライブ 植物園

午後１時 30分～
高瀬まみ＆オダギリユタカ 
ショー

〃

11月７日（土） 午後１時 30分～ 黒石八郎ショー 〃

11月８日（日）
午前 11時～

多田あつしと夢弦会津軽三
味線ライブ

〃

午後１時 30分～ りんご娘．ミニライブ 〃

10月26日からの
平日（計９日間）

午後１時 30分～ 渋谷和生津軽三味線ライブ 〃

※屋外ステージのため、悪天候などで変更・中止になる場合があります。

イベントスケジュール

会期：10月23日（金）～11月８日（日）会期：10月23日（金）～11月８日（日）

りんごの香りに誘われて

弘前城 菊と紅葉まつり弘前城 菊と紅葉まつり

　

今
年
も
弘
前
城
植
物
園
を
メ
ー
ン
会
場

に
「
弘
前
城
菊
と
紅
葉
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
好
評
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
を
運
行
す
る
ほ

か
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
秋
色
の
弘
前

公
園
に
家
族
み
ん
な
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
つ
り
メ
ー
ン
会
場
案
内
図
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
場
所
・
利
用
時
間
な
ど 地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

中
学
校
区
を
基
に
市
内
を
７
地

区
に
分
け
、
各
地
区
に
１
カ
所
ず

つ
、
計
７
カ
所
あ
り
ま
す
（
下
図

参
照
）。

　

要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け

た
人
に
は
、
担
当
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
先
な
ど
を
記

載
し
た
お
知
ら
せ
を
、
認
定
結
果

通
知
書
と
一
緒
に
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
利
用
時
間
】

　

月
〜
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
６
時

【
休
業
日
】

　

日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日
〜

１
月
３
日

【
利
用
料
】

　

無　

料

※
担
当
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
確
認
し
た
い
と
き
は
、
介
護

保
険
課
包
括
支
援
係
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

要介護状態になる可能性が高い

人、要支援１・２に認定された

人の介護予防ケアプランを作成

介護予防をお手伝いします介護予防をお手伝いします介護予防をお手伝いします
高齢者に関する

さまざまな相談を受けます

高齢者に関する

さまざまな相談を受けます

介護の悩み、健康や福祉に関す

る相談などを受けて、必要な情

報を提供したり、サービスを紹

介

地域のケアマネジャーへの指導

や支援、介護サービス関係者や

医療機関など地域のさまざまな

機関とのネットワークづくり

高齢者の権利を

守ります

高齢者の権利を

守ります

成年後見制度の紹介や、高齢者

への虐待の早期発見・防止に向

けた対応

保健師
（看護師）

地域ぐるみで

高齢者を支援します

地域ぐるみで

高齢者を支援します

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？　

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
安
心
し
て
生
活
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
支
援
を
行
う
総
合

相
談
窓
口
で
す
。

主
に
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

セ
ン
タ
ー
で
は
主
に
、
介
護
予

防
や
高
齢
者
に
関
す
る
相
談
な

ど
、
下
図
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ど
ん
な
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
の
？

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
健
師
（
看

護
師
）、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
職
員
が
い

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
は
専
門
と
す

る
分
野
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
専
門
分
野
の
業
務
だ
け
で
は
な

く
、
互
い
に
協
力
・
連
携
し
な
が

ら
、
チ
ー
ム
と
し
て
高
齢
者
の
皆

さ
ん
を
支
え
て
い
ま
す
。

社会福祉士

主任ケア
マネジャー

弘前市第一　　　　　

地域包括支援センター

▽ところ　野田１丁目１
の 27（コープ青森和徳
店隣）
▽電　話　☎ 31・1203

▽ところ　五代字田屋敷
240 の１（ピノカーサ岩
木内）
▽電　話　☎ 82・1516

▽ところ　豊原１丁目１
の２（弘前静光園内）

▽電　話　☎ 39・2515

▽ところ　大川字中桜川
18 の 10（サンタハウス
弘前内）
▽電　話　☎ 95・3702

▽ところ　福村字新舘添
50の８（福寿園内）

▽電　話　☎ 26・2433

▽ところ　小沢字山崎
44 の９（希望ヶ丘ホー
ム内）
▽電　話　☎ 87・6779

▽ところ　高杉字山下
298 の１

▽電　話　☎ 95・2100

弘前市第二　　　　　

地域包括支援センター
弘前市第三　　　　　

地域包括支援センター

弘前市東部　　　　　

地域包括支援センター
弘前市西部　　　　　

地域包括支援センター

弘前市南部　　　　　

地域包括支援センター

弘前市北部　　　　　

地域包括支援センター
【担当地区：第四中、石川中、相馬中、
南中（文京小・松原小学区を除く）】

【担当地区：第三中、南中（文
京小・松原小学区に限る）】

【担当地区：第一中学区】

【担当地区：第二中学区】

【担当地区：東中、第五中学区】
【担当地区：津軽中、常盤野中、
東目屋中学区】

【担当地区：裾野中、北辰中、
新和中、船沢中学区】

■
問
い
合
わ
せ
先　

担
当
地
区
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
／
介
護

保
険
課
包
括
支
援
係
（
市
役
所
１

階
、
窓
口
107
、
☎
40
・
７
０
４
９
）

・

・

・

和徳小和徳小和徳小

イトー　　
ヨーカドー
イトー　　
ヨーカドー
イトー　　
ヨーカドー

弘前　
郵便局
弘前　
郵便局
弘前　
郵便局 弘

前
駅

健生病院健生病院健生病院

●
・

弘前市第一地域　
包括支援センター
弘前市第一地域　
包括支援センター

　弘前市第一地域
包括支援センター

・

・
三省小

三世寺
温泉　
三世寺
温泉　

岩
木
川

岩
木
川

●
サンタハウス
　　　　　弘前　
サンタハウス
　　　　弘前

102

７

・

●

福
寿
園

・

・・

・東中東中
東
消
防
署

東
消
防
署

福村小

弘果弘果

城東タウン
プラザ　　
城東タウン
プラザ　　

岩木庁舎
・

●
ピノカーサ
岩木　　　
ピノカーサ
岩木　　　

・

岩木庁舎

岩木小岩木小

・
津軽中津軽中

●

●

●

●・

●
希望ヶ丘
ホーム　
希望ヶ丘
ホーム　

・

・・

・・

・
南中

第四中第四中

弘大弘大

鷹揚郷鷹揚郷

弘前　
駐屯地
弘前　
駐屯地

弘前　
消防署
弘前　
消防署

中央
　弘前
中央
　弘前

実業高実業高

アップルロード
アップルロード

・

●
北辰中北辰中

弘前市北部地域包括
支援センター　　　
弘前市北部地域包括
支援センター　　　

・

高杉小高杉小
・

北辰学区高杉　　
ふれあいセンター
北辰学区高杉　　
ふれあいセンター

大
蜂
川

大
蜂
川・

高杉　
郵便局
高杉　
郵便局

・
桝形交番

・

・

●

弘大

弘前　
静光園

第三中

弘
前
学
院
大
前

弘
前
学
院
大
前
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市
発
注
の
工
事
や
業
務
を
請
け
負
っ
た
り
、
物
品

を
納
入
す
る
な
ど
、
市
と
取
り
引
き
を
す
る
場
合
に

は
、
市
の
指
名
業
者
と
し
て
の
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

新
た
に
登
録
を
希
望
す
る
業
者
や
、
平
成
21
年
度

に
建
設
工
事
、
測
量
、
設
計
な
ど
の
建
設
関
連
業
務

の
市
内
業
者
と
し
て
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
登
録
を

希
望
す
る
業
者
は
、
受
付
期
間
内
に
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
有
効
期
限
が
平
成
23
年
３

月
ま
で
の
業
者
で
、
業
種
の
追
加
・
変
更
を
希
望
す

る
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。

　

業
種
の
追
加
・
変
更
は
年
一
回
の
指
名
業
者
登
録

で
の
み
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
業
種
の
取
り
下
げ
は
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

11
月
２
日
〜
30
日

▽
対　

象　

①
建
設
工
事
の
請
負　

②
測
量
、
設
計
な

ど
の
建
設
関
連
業
務
の
請
負　

③
製
造
の
請
負
、
物

品
の
販
売
な
ど　

④
警
備
、
清
掃
業
務
な
ど
の
請
負

▽
有
効
期
間　

平
成
22
年
度
の
１
年
間

▽
申
請
方
法　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る「
指

名
競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
管
財
課
契
約

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先　

管
財
課
契
約
係
（
市
役

所
２
階
、
窓
口
201
、
☎
35
・
１
１
３
７
、
40
・
７
０

２
３
）

市

の

指

名

業

者

登

録

市

の

指

名

業

者

登

録

平
成
22
年
度
分
の
申
請
を
受
け
付
け

木
造
住
宅

耐
震
診
断

募
集
期
間

　

を
延
長

震災から、
家族を守る

第一歩

　

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
を
目

指
す
た
め
、
一
定
の
条
件
を
満
た

す
木
造
住
宅
の
所
有
者
が
耐
震
診

断
を
希
望
す
る
場
合
に
、
市
が
専

門
的
知
識
を
有
す
る
耐
震
診
断
員

を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を
行
い
ま

す
。
募
集
期
間
を
延
長
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
診
断
を
。

▽
対
象
住
宅　

市
内
に
存
し
、
次

の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
も
の

○
一
戸
建
て
の
専
用
住
宅
ま
た
は

併
用
住
宅
（
延
べ
面
積
の
２
分
の

１
以
上
を
住
宅
の
用
に
供
し
、
か

つ
そ
の
他
の
用
途
に
供
す
る
部
分

の
床
面
積
が
50
平
方
㍍
以
下
で
あ

る
も
の
に
限
る
）
で
、
地
上
階
数

が
２
以
下
の
も
の

○
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
伝
統
的

構
法
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
木
造

住
宅
で
あ
る
こ
と

○
現
在
、
居
住
し
て
い
る
住
宅
で

あ
る
こ
と

○
原
則
と
し
て
延
べ
床
面
積
が
２

０
０
平
方
㍍
以
下
で
あ
る
こ
と

※
２
０
０
平
方
㍍
を
超
え
る
場
合

は
、
申
込
者
負
担
の
増
額
で
対
応

し
ま
す
。

▽
診
断
費
用　

申
込
者
負
担
と
し

て
、
１
戸
当
た
り
８
０
０
０
円

※
診
断
費
用
は
総
額
12
万
円
で
す

が
、
残
額
は
国
・
県
・
市
で
負
担

し
ま
す
。

▽
募
集
戸
数　

20
戸
（
先
着
順
）

▽
申
込
締
め
切
り
日　

11
月
16
日

▽
申
込
書
の
配
布　

建
築
指
導
課

（
市
役
所
３
階
、
窓
口
353
）で
配
布

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

建
築

指
導
課
（
☎
40
・
７
０
５
３
）

　

市
で
は
、
よ
り
良
い
生
活
交
通

の
確
保
の
た
め
、
利
用
者
や
学
識

経
験
者
、
各
種
団
体
な
ど
か
ら
な

る
弘
前
市
地
域
公
共
交
通
会
議
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
乗
合
輸
送
の
形
態
・
運

賃
な
ど
に
関
す
る
協
議
や
、
路
線

バ
ス
の
運
行
見
直
し
に
つ
い
て
審

議
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
利
用
者
を
代
表
す
る
委

員
を
広
く
募
集
し
ま
す
の
で
、
奮

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
人
員　

３
人
程
度

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
人
で
、
普
段
、
公
共
交
通

を
利
用
し
て
い
る
人
（
市
の
他
の

附
属
機
関
な
ど
の
委
員
お
よ
び
国

ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員
ま

た
は
常
勤
の
職
員
を
除
く
）

▽
応
募
期
限　

10
月
30
日（
必
着
）

▽
任
期
・
開
催
日
程
な
ど　

任
期

は
２
年
間
で
す
。
会
議
は
年
２
〜

３
回
程
度
で
、
平
日
の
日
中
に
開

催
し
ま
す
。

▽
応
募
方
法  

次
の
事
項
を
記
入

し
た
応
募
用
紙
を
、
郵
送
ま
た
は

持
参
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
企
画
課
（
市

役
所
３
階
）
へ
提
出
を
。

①
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
職

業
・
性
別
・
生
年
月
日

②
公
共
交
通
の
利
用
状
況

③
応
募
の
動
機

④
弘
前
市
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

感
じ
て
い
る
こ
と

　

な
お
、
応
募
用
紙
の
様
式
は
自

由
で
す
が
、
参
考
様
式
を
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

企
画
課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
選
考
方
法
な
ど　

応
募
書
類
の

記
載
事
項
を
審
査
の
上
、
選
考
し

ま
す
。
な
お
、
選
考
結
果
は
、
応

募
者
全
員
に
書
面
で
通
知
す
る
ほ

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
発

表
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

企
画

課
地
域
振
興
担
当
（
〒
036
・
８
５

５
１
、
上
白
銀
町
１
の
１
、
市
役

所
３
階
、
☎
40
・
７
０
２
１
、
フ

ァ
ク
ス
35
・
７
９
５
６
、
Ｅ
メ
ー

ルkikaku@
city.hirosaki.lg.jp

）

委
員
を
募
集

11 …　広報ひろさき　平成２１年１０月１５日号

　市では、市民の皆さんから市政に関するアイ
デアや意見を募集しています。これまでいただ
いたご意見と、それに対する回答を紹介します。

私がお答え
します。

シリーズで紹介する「意見・提案」&「回答」 ⑲シリーズで紹介する「意見・提案」&「回答」 ⑲

わたしの
アイデアポスト
わたしの
アイデアポスト

アイデアポスト設置場所
市役所総合案内所

岩木総合支所総務課

相馬総合支所民生課

市民課駅前分室（駅前町、
ジョッパル１階）

市民課城東分室（末広４丁目、
総合学習センター１階）

東目屋出張所

船沢出張所

高杉出張所

裾野出張所

新和出張所

石川出張所

※上記のほか、インターネ
ット（市のホームページ
「WEB 版・わたしのアイデ
アポスト」）やファクス、郵
送でも受け付けています。
過去に寄せられたアイデア
と回答は市のホームページ
でも紹介していますので、
ぜひご覧ください。

【意見・提案】

　新型インフルエンザの影響で、青森・八戸では休

校になっている学校をインターネットなどで公表し

ています。弘前市内ではまだ影響はないですが、も

し影響があったら公表した方がいいと思います。

　今では個人情報保護の関係で、学校名を公表でき

ないと思いますが、社会問題化している以上公表す

べきだと思います。何卒よろしくお願いします。

　また、もし公表するのであれば、どのような形で

公表するのか教えていただければ幸いです。

【20代・男性】

【回　答】

　このたびはご提案いただきありがとうございます。

　さて、市内小・中学校の臨時休業（学級閉鎖・学年閉鎖・学校閉鎖）の措置情報

については、これまでは学校名を公表せず、青森県教育委員会スポーツ健康課を発

表窓口としていました。

　しかし、その後の状況の推移などから、公表による影響は季節性インフルエンザ

と大差なく、トラブル発生の恐れも少なくなっていること、また、情報提供により

注意が喚起されるとともに、市民の方々と一体となって、予防やまん延を防ぐこと

も可能となることなどから、学校名を含めて公表することにしました。

　公表方法は、市のホームーページのトップページに独立して「新型インフルエン

ザ関連情報」を設置し、その中の「新型インフルエンザによる弘前市立学校の臨時

休業等の状況」コーナーで、９月 30 日よりお知らせしていますので、ご利用くだ
さるようお願いします。

　なお、このことは報道機関にも連絡しましたので、報道機関でも取り上げること

と思います。

■わたしのアイデアポストについての問い合わせ先　広報広聴課広聴係（〒 036・
8551、上白銀町１の１、市役所２階、窓口 258、☎ 35・1194、ファクス 35・
0080）

市長　相馬 一市長　相馬 一

便利な市民生活

の足、路線バス
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お

ら
せ

知●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１
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催　

し

鷹
ヶ
丘
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
作
品
展

　

鷹
ヶ
丘
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
「
生
き
が
い
教
室
」

（
絵
画
・
俳
句
・
短
歌
・
書
道
）

の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

10
月
21
日
の
正
午
〜

午
後
４
時
、
22
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
、
23
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
２
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
１
階
美
術
展
示
室

▽
問
い
合
わ
せ
先　

鷹
ヶ
丘
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
32
・
７
２
６

０
）東

北
女
子
大
学
学
園
祭

「
神
無
月
祭
」　
　
　
　

▽
と　

き　

10
月
24
日
・
25
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

東
北
女
子
大
学
（
豊

原
１
丁
目
）

▽
テ
ー
マ　

想
（
お
も
い
）
〜
か

さ
な
る
心　

つ
た
わ
る
心
〜

▽
内　

容　

①
各
科
の
展
示
…
家

政
学
科
＝
「
実
り
〜
季
節
の
香
り

を
感
じ
て
〜
」を
テ
ー
マ
に
裂
織
・

絞
り
染
め
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
キ
ュ

ロ
ッ
ト
ス
カ
ー
ト
の
展
示
な
ど
／

児
童
学
科
＝
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ

ー
テ
ル
の
国
」
を
テ
ー
マ
に
廃
品

を
活
用
し
た
「
お
菓
子
の
家
」、

こ
ぎ
ん
刺
し
、
ス
ト
ー
ン
・
ア
ー

ト
の
制
作
物
の
展
示
な
ど　

②
吹

奏
楽
部
、
邦
楽
部
、
児
童
学
研
究

部
な
ど
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表　

③
特
別
講
演
…
25
日
の
午
前
10
時

半
〜
11
時
半
＝
「
家
庭
に
つ
な
げ

る
学
校
の
食
育
」

▽
問
い
合
わ
せ
先　

東
北
女
子
大

学
学
生
課
（
☎
33
・
２
２
８
９
）

東
北
女
子
短
期
大
学
等
学
園
祭

　

東
北
女
子
短
期
大
学
、
東
北
栄

養
専
門
学
校
、
東
北
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
専
門
学
校
、
東
北
経
理
専
門
学

校
で
は
、
次
の
日
程
で
学
園
祭
を

開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
24
日
・
25
日
、

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

上
瓦
ヶ
町
キ
ャ
ン
パ

ス▽
テ
ー
マ　

友
愛
〜
１
０
０
カ
ラ

ッ
ト
の
笑
顔
〜

▽
内　

容

【
展
示
・
発
表
】

○
短
期
大
学　

①
各
科
の
展
示
…

被
服
科
＝
「
艶
〜
つ
や
や
か
〜
」

を
テ
ー
マ
に
草
木
染
め
の
作
品
展

示
な
ど
／
生
活
科
＝
「
そ
れ
！
い

け
!!
ヘ
ル
ス
マ
ン
!!
〜
め
ざ
せ　

い
き
い
き
健
康
ラ
イ
フ
〜
」
を
テ

ー
マ
に
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け

る
正
し
い
食
事
の
紹
介
と
食
育
の

展
開
／
保
育
科
＝「
童
話
の
世
界
」

を
テ
ー
マ
に
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
５
歳

ま
で
の
子
ど
も
が
楽
し
め
る
遊
び

や
絵
本
の
コ
ー
ナ
ー
展
示　

②
書

道
部
、
軽
音
楽
部
、
栄
養
研
究
部

な
ど
11
の
文
化
部
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
発
表
（
24
日
の
午
後
１
時
〜
２

時
）　

③
体
育
館
に
お
い
て
弘
前

市
吹
奏
楽
団
の
演
奏
「
ジ
ブ
リ
か

ら
のM

essage

」（
25
日
の
午
後

１
時
半
〜
２
時
半
）

【
各
専
門
学
校
展
示
の
テ
ー
マ
】

○
東
北
栄
養
専
門
学
校
…
「
エ
コ

に
つ
い
て
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
」

○
東
北
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校

…
「Full m

oon-night

〜
ウ
サ

ギ
の
宴
（
ダ
ン
ス
）
〜
」

○
東
北
経
理
専
門
学
校
…
「
経
理

W
orld

〜
資
格
取
得
〜
」

■
問
い
合
わ
せ
先　

東
北
女
子
短

期
大
学
学
生
課
（
☎
32
・
６
１
５

１
）ヒ

ロ
ガ
ク
福
祉
創
造

フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　

　
「
愛　

地
域
（
ま
ち
）
へ　

－

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は

－

」

を
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。
現
在
、
福
祉
が
抱
え
る

課
題
を
適
切
に
と
ら
え
、
地
域
社

会
の
福
祉
向
上
の
担
い
手
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

▽
と　

き　

11
月
８
日
（
日
）

　

午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
20
分

▽
と
こ
ろ　

弘
前
学
院
大
学
（
稔

町
）

▽
内　

容　

①
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ど
ん
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」
…
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
・
清
藤
尊
子
さ
ん（
弘

前
愛
成
会
病
院
医
療
福
祉
相
談
室

主
任
）
／
高
杉
勇
希
さ
ん
（
松
山

荘
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
生
活
相
談

員
）
／
粕
谷
豊
さ
ん
（
つ
が
る
市

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
員
、
青

森
県
社
会
福
祉
士
会
西
北
五
支
部

長
）
／
水
木
伶
子
さ
ん
（
い
か
り

商
事
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ッ
プ
ル

ハ
ウ
ス
計
画
作
成
者
）　

②
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ
「
現
場
の
方
と
一

緒
に
社
会
福
祉
の
古
典
・
名
著
を

読
む
〜
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
を
読
む

〜
」　

③
卒
業
生
の
実
践
報
告「
児

童
養
護
施
設
の
専
門
性
と
は
」

④
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ
「
学
生
の

実
習
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
生
活
体

験
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
像

を
探
る
」
ほ
か

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
学
院
大

学
社
会
福
祉
教
育
研
究
所
（
☎

34
・
５
３
１
１
）

奈
良
理
央
さ
ん
（
森
田
養
護
学
校

教
頭
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
申
し
込
み
方
法　

氏
名
・
連
絡

先
（
教
育
関
係
者
は
所
属
）
を
記

入
し
、
11
月
６
日
ま
で
に
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
み
を
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

中
南

地
区
特
別
支
援
連
携
協
議
会
事
務

局
（
弘
前
第
二
養
護
学
校
内
、
☎

兼
フ
ァ
ク
ス
97
・
２
５
１
１
）

弘
前
大
学
農
学
生
命

科
学
部
公
開
講
座　

　

食
は
、
人
を
健
康
に
も
不
健
康

に
も
し
ま
す
。
そ
し
て
身
の
回
り

に
は
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
微
生

物
も
い
ま
す
。
講
座
を
通
し
て
、

こ
の
よ
う
な
微
生
物
と
共
存
す
る

す
べ
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

ま
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
な
ど
の
肥
満
が
原
因
で
起

こ
る
疾
患
と
食
と
の
関
係
に
つ
い

て
も
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
大
学
農
学
生
命

科
学
部（
文
京
町
）３
階
302
講
義
室

▽
テ
ー
マ　
「
食
と
健
康
・
不
健
康
」

▽
内　

容　
「
食
中
毒
の
話
」
…

講
師
・
戸
羽
隆
宏
さ
ん
（
農
学
生

命
科
学
部
教
授
）
／
「
今
日
か
ら

役
立
つ
！
食
と
健
康
の
話
」
…
講

師
・
前
多
隼
人
さ
ん
（
農
学
生
命

科
学
部
助
教
）

▽
受
講
料　

無　

料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
大
学
農

学
生
命
科
学
部
総
務
グ
ル
ー
プ
研

究
協
力
担
当
（
☎
39
・
３
７
５
６
）

※
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
単

位
認
定
講
座
で
す
。

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

▽
と　

き　

10
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
末
広
４
丁
目
）
第
３
研
修
室

▽
内　

容　
「
人
生
二
毛
作
論
〜

人
生
80
年
時
代
を
ど
う
い
き
る

か
！
」
…
講
師
・
渡
辺
一
清
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ

く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

▽
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
、
青
森
県
高
齢
・

障
害
者
雇
用
支
援
協
会
（
☎
青
森

017
・
775
・
４
０
６
５
、
フ
ァ
ク
ス

017
・
734
・
７
４
８
３
）
へ
。

※
電
話
で
の
受
付
時
間
は
月
〜
金

曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

北
方
領
土
返
還
要
求

青
森
県
民
大
会　
　

　

青
森
県
北
方
領
土
返
還
促
進
協

議
会
と
北
方
領
土
返
還
要
求
青
森

県
民
大
会
弘
前
市
実
行
委
員
会
で

は
、
北
方
領
土
返
還
の
実
現
に
向

け
て
、
北
方
領
土
問
題
の
正
し
い

認
識
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
政
府
の
外
交
交
渉
を
支
え
る

幅
広
い
世
論
の
結
集
を
図
る
た

め
、
県
民
一
体
と
な
り
北
方
領
土

返
還
要
求
青
森
県
民
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

▽
と　

き　

11
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
ホ
ー
ル

▽
内　

容　

記
念
講
演
、
パ
ネ
ル

展
示
、
ビ
デ
オ
上
映
な
ど

※
参
加
記
念
品
の
配
布
も
あ
り
ま

す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

北
方
領
土
返

還
要
求
青
森
県
民
大
会
弘
前
市
実

行
委
員
会
事
務
局
（
総
務
財
政
課

内
、
☎
35
・
１
１
１
０
）

特
別
支
援
教
育
に

関
す
る
研
修
会　

　

特
別
支
援
教
育
に
長
年
携
わ
っ

て
き
た
人
に
よ
る
講
演
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
青
年
期
の
課
題
に
つ
い
て
、
日

ご
ろ
抱
え
て
い
る
悩
み
な
ど
を
出

し
合
っ
て
、
一
緒
に
具
体
的
な
支

援
方
法
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

教
育
関
係
者
を
は
じ
め
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
と　

き　

11
月
21
日
（
土
）

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
40
分

▽
と
こ
ろ　

弘
前
大
学
創
立
50
周

年
記
念
会
館「
み
ち
の
く
ホ
ー
ル
」

（
文
京
町
）

▽
テ
ー
マ　
「
発
達
障
害
の
あ
る

中
学
生
、
高
校
生
お
よ
び
青
年
期

の
子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
課
題
と

支
援
の
あ
り
方
を
さ
ぐ
る
」

▽
講　

師　

佐
藤
紘
昭
さ
ん
（
弘

前
大
学
教
育
学
部
教
授
）

▽
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　

鳴
海
春
輝
さ

ん
（
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ス
テ
ッ
プ
」
所
長
）
／
小
野
行

信
さ
ん
（
前
北
斗
高
校
校
長
）
／

▽と　き　10月 27 日～ 11 月８日
▽ところ　岩木図書館（賀田１丁目）

▽内　容　

○一般閲覧室…故松田元市さん（旧

岩木町出身。巌城育英奨学会の設立

発起人）の作品の展示と貸出／岩木

地区在住の歌人の作品を紹介

※松田さんの作品は、山本有三の名

作「路傍の石」の津軽版といわれて

います。

○児童室…乳幼児向けの図書の展示

とボランティアによる読み聞かせ

※読み聞かせは 10 月 31 日、11 月
７日の午前 10時半～ 11時
▽問い合わせ先　岩木図書館（☎

82・1651）

教
室･

講
座

秋の読書週間行事秋の読書週間行事

お知らせ

ベ
テ
ラ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー

▽
と　

き　

10
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
中
会
議
室

▽
内　

容　
「
ド
ラ
え
も
ん
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ど
う
か
〜
自
分
の

中
に
も
あ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〜
」
…
講
師
・
小
田
切
宰
子
さ
ん

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
任
相
談
員
）

▽
対　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

電
話

で
、
中
央
公
民
館
（
☎
33
・
６
５

６
１
）
へ
。
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弘前地域販売促進活動支援事業

参加事業者募集！

『弘前とくダネ！大作戦』

く
ら
し
の
消
費
者
講
座

　

Ｊ
Ａ
ア
オ
レ
ン（
外
瀬
２
丁
目
）

を
訪
ね
て
、
青
森
県
産
の
お
い
し

い
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
が
で
き
る
工

程
を
見
学
し
、
加
工
食
品
表
示
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
講
座
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

10
月
28
日
（
水
）

午
後
１
時
＝
市
民
生
活
セ
ン
タ
ー

（
土
手
町
、
旧
大
成
小
学
校
内
）

集
合
、
バ
ス
で
見
学
先
へ
移
動
／

午
後
１
時
半
〜
３
時
半
＝
見
学
お

よ
び
講
話
／
午
後
４
時
＝
市
民
生

活
セ
ン
タ
ー
解
散
予
定

▽
と
こ
ろ　

青
森
県
農
村
工
業
農

業
協
同
組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ａ
ア
オ

レ
ン
） 

▽
テ
ー
マ　
「
安
心
・
安
全
な
青

森
県
産
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
が
で
き

る
ま
で
」
〜
加
工
食
品
品
質
表
示

に
つ
い
て
〜

▽
講　

師　

 

Ｊ
Ａ
ア
オ
レ
ン
職

員
、
東
北
農
政
局
青
森
事
務
所
職

員▽
対　

象　

市
民
ま
た
は
市
内
に

通
勤
・
通
学
す
る
人
＝
40
人
（
先

着
順
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

10

月
27
日
の
午
後
３
時
ま
で
に
、

市
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
34
・

３
１
７
９
）
へ
。

少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

 

教
室　
　
　
　
　
　
　
　

▽
と　

き　

11
月
７
日
・
８
日
・

11
日
・
13
日
・
15
日
・
16
日
の
午

後
７
時
〜
９
時

▽
と
こ
ろ　

克
雪
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（
豊
田
２
丁
目
）

▽
内　

容　

基
本
動
作
の
習
得
と

応
用
し
た
ゲ
ー
ム
ま
で

▽
対　

象　

小
学
生

▽
参
加
料　

無
料
（
各
自
傷
害
保

険
な
ど
に
加
入
を
）

▽
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
グ
ロ
ー
ブ
な
ど

▽
申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
市
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
（
須
郷
さ
ん
、
☎

35
・
０
０
７
８
）

初
心
者
水
泳
教
室

▽
と　

き　

11
月
11
日
〜
12
月
９

日
の
毎
週
月
・
水
曜
日
（
た
だ
し
、

11
月
23
日
を
除
く
）、
午
前
10
時

〜
11
時
（
計
８
回
）

▽
と
こ
ろ　

河
西
体
育
セ
ン
タ
ー

（
石
渡
１
丁
目
）

▽
内　

容　

水
慣
れ
か
ら
簡
単
な

水
中
体
操
、
ク
ロ
ー
ル
が
泳
げ
る

よ
う
に
な
る
ま
で

▽
対　

象　

泳
げ
な
い
市
民
＝
15

人
（
前
回
受
講
し
た
人
も
可
）

▽
参
加
料　

無
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
を
）

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き

に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、

10
月
28
日
（
必
着
）
ま
で
に
温
水

プ
ー
ル
石
川
（
〒
036
・
８
１
２
３
、

小
金
崎
字
村
元
１
２
５
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
。
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し

ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

温
水
プ
ー
ル

石
川
（
☎
49
・
７
０
８
１
）

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
「
成
年
後
見
制

度
を
考
え
る
会
」
プ
ラ
チ
ナ
館

【
講
話
と
話
し
合
い
】

　
「
や
さ
し
い
親
族
法
」
を
テ
ー

マ
に
、
婚
姻
、
離
婚
、
親
権
、
未

成
年
者
後
見
、
成
年
後
見
な
ど
の

問
題
点
に
つ
い
て
、
講
話
と
話
し

合
い
を
行
い
ま
す
。
家
族
・
親
族

関
係
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
民
法
の
中
の
親
族
法
を
初
め

て
学
ぶ
人
、
さ
ら
に
認
識
を
深
め

た
い
人
な
ど
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
と　

き　

11
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
２
階
第
３
会
議
室

▽
講　

師　

小
宅
大
典
さ
ん
（
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
「
成
年
後
見
制
度
を

考
え
る
会
」
理
事
長
、
元
家
庭
裁

判
所
主
任
調
査
官
）

▽
参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代

を
含
む
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
「
成
年
後
見
制
度
を
考

え
る
会
」（
目
賀
田
さ
ん
、
☎

37
・
０
３
４
５
）

労
働
相
談
と　
　
　

 

個
別
労
使
あ
っ
せ
ん

　

青
森
県
で
は
、
労
使
間
ト
ラ
ブ

ル
を
解
決
す
る
た
め
、
無
料
で
相

談
で
き
る
次
の
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

【
労
働
相
談
】

　
「
突
然
解
雇
を
言
い
渡
さ
れ
た
」

「
労
働
条
件
を
一
方
的
に
変
更
さ

れ
た
」
な
ど
、
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル

で
悩
ん
で
い
る
人
の
た
め
の
相
談

窓
口
で
す
。

【
個
別
労
使
紛
争
あ
っ
せ
ん
】

　

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の

間
に
生
じ
た
紛
争
で
、
当
事
者
間

で
の
解
決
が
困
難
な
場
合
に
、
労

働
者
ま
た
は
事
業
主
か
ら
の
申
請

に
よ
り
、
青
森
県
労
働
委
員
会
の

「
あ
っ
せ
ん
員
」
が
意
見
の
調
整

や
助
言
を
行
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

労
働
相
談
…

青
森
県
労
政
・
能
力
開
発
課
（
青

森
市
長
島
１
丁
目
、
青
森
県
庁
南

そ
の
他

下
水
道
の
処
理
区
域
が

広
が
り
ま
す　
　
　
　

 

　

公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
が
、

11
月
１
日
か
ら
広
が
り
ま
す
（
川

合
・
小
金
崎
・
下
湯
口
・
新
里
・

松
木
平
・
大
沢
・
町
田
の
各
一
部
）。

　

新
た
な
処
理
区
域
内
の
皆
さ
ん

に
は
下
水
道
の
接
続
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
早
め

の
水
洗
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
水
洗
化
工
事
に
必
要
な
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
総
務

課
利
用
促
進
係
（
市
役
所
５
階
、

☎
40
・
７
０
５
５
）

棟
４
階
、
☎
青
森
017
・
773
・
１
７

７
７
）
／
個
別
労
使
紛
争
あ
っ
せ

ん
…
青
森
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
青
森
県
庁
北
棟
８
階
、
☎
青
森

017
・
734
・
９
８
３
２
）

夜
間
・
休
日
納
税

相
談
の
ご
利
用
を

　

収
納
課
で
は
、
日
中
や
平
日
に

納
税
相
談
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
夜
間
・
休
日
納
税
相
談
日
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い

事
情
が
あ
る
人
は
、
未
納
の
ま
ま

に
せ
ず
、
ぜ
ひ
相
談
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
日
は
電
話

で
の
相
談
や
市
税
な
ど
の
納
付
も

で
き
ま
す
。

▽
夜
間
納
税
相
談　

10
月
27
日
〜

29
日
の
午
後
５
時
15
分
〜
７
時
半

▽
休
日
納
税
相
談　

10
月
25
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
毎
月
第
４
日
曜
日
は
休
日
納
税

相
談
日
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
受
付
場
所　

収

納
課
（
市
役
所
２
階
、
窓
口
205
、

☎
40
・
７
０
３
２
、
40 

・
７
０
３

３
）野

焼
き
は
法
律
で
禁
止

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
た
ご
み

を
、
ド
ラ
ム
缶
を
使
用
し
た
り
、

空
き
地
や
河
川
敷
な
ど
で
焼
却
し

た
り
す
る
こ
と
は
、
廃
棄
物
処
理

法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、悪
臭
や
煙
に
よ
り
、

近
隣
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
ほ

か
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
有

害
物
質
を
発
生
さ
せ
る
な
ど
、
健

康
へ
の
悪
影
響
が
心
配
さ
れ
ま

す
。

　

農
業
者
が
行
う
、
枝
や
草
、
稲

わ
ら
な
ど
の
焼
却
は
、
農
業
を
営

む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と

し
て
廃
棄
物
処
理
法
で
禁
止
の
例

外
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
稲
刈
り

後
の
わ
ら
焼
き
に
つ
い
て
は
、
煙

に
よ
る
健
康
へ
の
悪
影
響
や
交
通

障
害
な
ど
市
民
生
活
へ
の
影
響
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
控
え
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
保
全
課

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係
（
☎
35
・
１

１
３
０
）　

「
大
鰐
町
大
圓
寺
の
仏
像
を

訪
ね
る
会
」
参
加
者
募
集

　

中
央
公
民
館
と
ひ
ろ
さ
き
環
境

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
21
で
は
、「
弘

南
電
車
お
お
わ
に
線
」
事
業
の
一

環
と
し
て
弘
南
鉄
道
大
鰐
線
沿
線

の
文
化
財
を
訪
ね
、
地
域
の
豊
か

な
文
化
に
つ
い
て
深
く
知
る
た
め

の
企
画
「
大
鰐
町
大
圓
寺
の
仏
像

を
訪
ね
る
会
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

誰
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す

が
、
往
復
は
が
き
の
み
の
受
け
付

け
で
す
の
で
、
応
募
す
る
際
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

10
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
と
こ
ろ　

大
鰐
町
大
圓
寺
（
大

鰐
町
大
字
蔵
館
字
村
岡
）

▽
定　

員　

40
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▽
参
加
料　

５
０
０
円
（
当
日
持

参
を
）

▽
募
集
期
限　

10
月
23
日
（
当
日

消
印
有
効
）

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
中
央
公
民
館
大
鰐
大

圓
寺
の
係
（
〒
036
・
８
３
５
６
、

下
白
銀
町
19
の
４
、
弘
前
文
化
セ

ン
タ
ー
内
）
へ
。

※
後
日
、
復
信
は
が
き
で
、
班
と

見
学
時
間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

当
日
は
、
現
地
（
大

鰐
町
大
圓
寺
）
集
合
で
す
。
事
業

の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
な
る
べ

く
弘
南
鉄
道
を
利
用
し
て
お
い
で

く
だ
さ
い
。
自
家
用
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
主
管
・
解
説　

ひ
ろ
さ
き
環
境

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
21
快
適
・
文

化
環
境
グ
ル
ー
プ

▽
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
公
民
館

（
☎
33
・
６
５
６
１
、
フ
ァ
ク
ス

33
・
４
４
９
０
、
Ｅ
メ
ー
ル

cyuuoukou@
city.hirosaki.

lg.jp

）

※
大
鰐
町
大
圓
寺
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
企
画
は
「
弘
前
大
学
と
の

地
域
づ
く
り
連
携
事
業
」
の
一
つ

と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

古
雑
誌
の
無
料
提
供

　

不
用
に
な
っ
た
雑
誌
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。
来
館
の
際
は
、

持
ち
帰
り
用
の
袋
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

10
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
半
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

弘
前
図
書
館
（
下
白

銀
町
）
２
階
視
聴
覚
室

▽
冊　

数　

１
人
５
冊
ま
で
（
先

着
順
）

▽
雑
誌
名　

お
し
ゃ
れ
工
房
、
オ

レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
、
サ
ラ
イ
、
婦
人

画
報
な
ど
１
２
０
０
冊

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
図
書
館

（
☎
32
・
３
７
９
４
）

　各団体などの創意工夫によって実施される

消費喚起を促す事業について、最高 90 万円
を補助します。

▽対　象　弘前地域販売促進活動支援事業実

行委員会の推薦を受けた、次に掲げるいずれ

かの要件を満たし、市内において事業を実施

するもの　

①市内に主たる事業所または従たる事業所を

有する、商業やサービス業に関連する団体

②市内に10者以上の事業所を有する事業者等
で構成され、組織として相応の活動実績を有

する団体（市内に主たる事業所を有する事業

所数が全体の２分の１以上ある組織）

▽補助対象経費　主に販売促進にかかわる広

告宣伝費、景品等購入費、イベント関連経費、

委託費など、その他市長が必要と認める経費

（食料費および備品購入費を除く）

▽補助金額および補助率　補助対象経費の実

支出額の合計から市以外のものから交付され

る補助金額を控除した額の 10 分の９、また
は 90万円のいずれか少ない額
▽問い合わせ先　弘前地域販売促進活動支援

事業実行委員会（弘前商工会議所まちそだて

課内、☎ 33・4111）
※キャンペーンなど実施している事業につい

ては、「弘前情報総合サイト Ring-O ウェブ」

にて随時紹介しています。

お知らせ
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お知らせお知らせ

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

〜
油
断
は
禁
物
〜

　

10
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
の
一

週
間
、
青
森
県
下
一
斉
に
「
秋
の

火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
日
増
し
に
寒
く

な
り
、
火
を
取
り
扱
う
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
暖
房
器
具
の
点
検

は
お
済
み
で
す
か
。
ち
ょ
っ
と
し

た
油
断
や
取
り
扱
い
の
不
注
意
が

火
災
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
も
う
取

り
付
け
ま
し
た
か
？
】

　

尊
い
命
や
貴
重
な
財
産
を
失
う

こ
と
の
な
い
よ
う
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
取
り
付
け
、「
消
え
る

ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら

め
っ
子
（
平
成
21
年
度
全
国
統
一

防
火
標
語
）」
を
合
い
言
葉
に
、

自
分
の
家
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ

う
。

【
空
き
地
や
空
き
家
の
管
理
を
し

て
い
ま
す
か
？
】

　

空
き
家
が
い
た
ず
ら
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
出
入
り
口
の
施
錠
な
ど

を
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
空
き
地
の
枯
れ
草
な

ど
が
燃
え
る
火
災
が
年
に
何
回
か

発
生
し
て
い
ま
す
。
空
き
地
の
枯

れ
草
な
ど
は
、
そ
の
都
度
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

【
消
火
器
の
破
裂
に
よ
る
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
】

　

最
近
、
消
火
器
の
破
裂
に
よ
っ

て
負
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
消
火
器

を
不
用
意
に
放
置
し
た
り
、
一
般

ご
み
と
し
て
出
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
消
火
器
の
廃

棄
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予

防
課
（
☎
32
・
５
１
０
４
）

温
水
プ
ー
ル
石
川
の

臨
時
休
業　
　
　
　

　

温
水
プ
ー
ル
石
川
で
は
、
プ
ー

ル
水
の
交
換
清
掃
お
よ
び
機
械
設

備
の
保
守
点
検
の
た
め
、
次
の
期

間
休
業
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▽
期　

間　

11
月
４
日
〜
27
日

▽
問
い
合
わ
せ
先　

温
水
プ
ー
ル

石
川
（
小
金
崎
字
村
元
、
☎
49
・

７
０
８
１
）

行
政
書
士
に
よ
る

一
日
無
料
相
談　

　

行
政
書
士
は
、
官
公
庁
に
提
出

す
る
書
類
や
権
利
義
務
に
関
す
る

書
類
を
作
成
す
る
国
家
資
格
者
で

す
。
10
月
の
「
行
政
書
士
制
度
広

報
月
間
」
に
合
わ
せ
、
一
日
無
料

相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

（
元
寺
町
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
県
行
政

書
士
会
中
弘
支
部
（
大
川
さ
ん
、

☎
33
・
１
６
０
６
）

一
日
合
同
行
政
相
談
所

　

総
務
省
青
森
行
政
評
価
事
務
所

で
は
、
関
係
行
政
機
関
と
市
と
の

共
催
に
よ
り
「
一
日
合
同
行
政
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
30
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
半
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
２
階
中
会
議
室

▽
相
談
内
容　

登
記
、
税
金
、
賃

金
、
労
働
条
件
、
道
路
、
河
川
、

年
金
、
保
険
、
交
通
安
全
な
ど
行

政
に
関
す
る
も
の

※
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

も
行
わ
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
青
森

行
政
評
価
事
務
所（
☎
０
５
７
０
・

０
９
０
１
１
０
）

平
成
21
年
度　
　
　
　
　
　

農
業
集
落
排
水
事
業
分
担
金

　

賦
課
対
象
と
な
る
裾
野
新
和
北

地
区
（
十
面
沢
字
沢
田
、
轡
、
森

田
、
大
面
、
早
助
森
、
湯
ヶ
森
／

　県では、平成22年の東北新幹線新青森駅開業に向

けて、来県者に中南地域のりんごを満喫してもらうた

めに発信する、「りんごに関する情報」を募集します。

▽応募内容　①見る（ビュースポットなど）　②学ぶ

（史料館、博物館など）　③買う（生果、加工品、工

芸品など）　④味わう（レストラン、ホテルなどの食

事やスイーツ、カクテルなど）　⑤体験する（作業・

　建設リサイクル法に基づく分別解体および再資源化な
どの適正な実施を促し、法律のさらなる実効性を確保す
るため、全国一斉パトロールが実施されます。
　当市でも建設リサイクルが適正に行われているか、工
事現場を中心にパトロールします。係員が解体現場など
に立ち入るときはご協力をお願いします。
　また、吹付石綿などが施工された建物の解体工事など
は、石綿による健康被害が心配されますので、法律を守
り、適正な処理を行うようお願いします。

▼実施期間　10 月 26 日～ 30 日

▼対　象

▼問い合わせ先　建築指導課建築指導係
　　　　　　　　（市役所３階、窓口 353、☎ 40・7053 ）

工事の種類 規模の基準 特定建築資材
建築物の解体 80㎡以上 ①コンクリート

②コンクリート及
び鉄から成る資材
③木材
④アスファルト・
コンクリート

建築物の新築・増築　　 500 ㎡以上
建築物の修繕・模様替え
（リフォームなど）

1億円以上

その他の工作物に関する
工事（土木工事など）

500 万円以上

～全国一斉パトロール～

建設リサイクル法建設リサイクル法

宿泊体験、加工品づくりなど）などの情報

▽応募期限　10月 31 日

▽問い合わせ・提出先　りんごで感じる青森総合Ｐ

Ｒ協議会（蔵主町、中南地域県民局地域農林水産部内、

☎ 33・2902）
※詳細は、中南地域県民局地域農林水産部のホーム

ページに掲載しています。

「りんごに関する情報」を募集します

十
腰
内
字
野
中
、
猿
沢
／
小
友
字

宇
田
野
、神
原
／
三
和
字
上
池
神
、

下
池
神
、
上
恋
塚
、
下
恋
塚
、
川

合
、
古
井
、
古
川
／
笹
舘
字
市
原
、

福
山
／
大
森
字
草
薙
、
勝
山
、
田

浦
／
貝
沢
字
秋
森
、
沢
辺
）、
新

和
鬼
楢
地
区
（
青
女
子
字
桜
苅
／

鬼
沢
字
山
ノ
越
／
種
市
字
木
幡
）

の
分
担
金
納
付
対
象
者
に
は
、
11

月
１
日
に
納
付
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
の
で
、
期
限
（
11
月
30
日
）

ま
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
便
利
な
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

も
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
総
務

課
総
務
係
（
☎
40
・
７
０
５
４
）

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

会
場
使
用
受
け
付
け

　

平
成
22
年
度
の
会
場
使
用
申
し

込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す
。
一
つ

の
催
し
を
１
件
と
し
、
電
話
で
の

申
し
込
み
は
受
け
付
け
し
ま
せ

ん
。
な
お
、
公
共
団
体
な
ど
の
行

事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
日
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

【
仮
申
込
書
の
受
け
付
け
】

▽
期　

間　

11
月
５
日
〜
20
日

　

ホ
ー
ル
、
大
会
議
室
、
美
術
展

示
室
に
限
り
、
仮
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
（
催
し
物
の
名
称
・

内
容
な
ど
を
明
確
に
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
）。

※
希
望
が
重
複
し
た
場
合
は
、
12

月
14
日
の
午
前
10
時
か
ら
弘
前
文

化
セ
ン
タ
ー
（
下
白
銀
町
）
で
抽

選
を
行
い
ま
す
。　

【
一
般
受
け
付
け
】

　

12
月
14
日
の
午
後
１
時
か
ら
先

着
順
で
受
け
付
け
ま
す
（
仮
申
し

込
み
対
象
外
の
会
場
を
含
む
）。
な

お
、
12
月
16
日
か
ら
は
、
電
話
で

の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
文
化
セ

ン
タ
ー
（
☎
33
・
６
５
７
１
）

百
石
町
展
示
館　
　

 

会
場
使
用
受
け
付
け

　

平
成
22
年
度
の
会
場
使
用
申
し

込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す
。
一
つ

の
催
し
を
１
件
と
し
、
電
話
で
の

申
し
込
み
は
受
け
付
け
し
ま
せ

ん
。
な
お
、
公
共
団
体
な
ど
の
行

事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
日
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

【
仮
申
込
書
の
受
け
付
け
】

▽
期　

間　

11
月
１
日
〜
15
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

※
希
望
が
重
複
し
た
場
合
は
、
11

月
26
日
の
午
前
10
時
か
ら
百
石
町

展
示
館
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。

【
一
般
受
け
付
け
】

　

11
月
26
日
の
午
後
３
時
か
ら
先

着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、

11
月
28
日
か
ら
は
、
電
話
で
の
申

し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

百
石
町
展
示

館
（
☎
31
・
７
６
０
０
）

▽と　き　10 月 15 日～＝①独狐字島田、②③鼻和字西田・
岩井、④八幡字平塚、⑦五代字田屋敷、／ 10 月 20 日～＝
⑤横町字松本、⑥高屋字安田

▽ところ　右図を参照

▽注意事項

○農道、あぜ道などを壊さないよう、細い道には無理に車を

入れないでください。

○交通の妨げとなるような駐車はしないでください。

○稲わらを道路に散らかさないようにしてください。

○目印ののぼりを農地に立てていますので、のぼりのない農

地からは稲わらを絶対に持ち出さないでください。

○稲わらがなくなり次第終了します。

▽問い合わせ先　りんご農産課農産係（岩木庁舎内、☎

82・1636）

稲わらを無料で提供します稲わらを無料で提供します

稲わらふりー
でん設置場所

●＝

　稲わらを無料で提供する「稲わらふりーでん」を 10月 15
日から実施しています。自由に持ち帰りできますので、写真

ののぼりを目印に、直接現地においでください。

17 …　広報ひろさき　平成２１年１０月１５日号
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まちの話題
まちの話題を写真

で紹介します。

　

市
で
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
と

正
し
い
健
康
意
識
の
普
及
お
よ
び

啓
発
を
図
り
、
健
康
保
持
・
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国

の
方
針
に
基
づ
き
、「
女
性
特
有

の
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
対
象
と
な
る
の

は
下
記
に
該
当
す
る
人
で
す
。

　

対
象
年
齢
に
該
当
す
る
人
で
、

平
成
21
年
６
月
30
日
現
在
、
弘
前

市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
に
は
、

11
月
中
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
お
よ

び
検
診
手
帳
を
発
送
す
る
予
定
で

す
。
既
に
市
の
子
宮
・
乳
が
ん
検

診
を
受
診
し
、
自
己
負
担
金
を
支

払
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
自
己
負

担
金
を
助
成
し
ま
す
の
で
、
領
収

書
を
保
管
し
て
お
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ク
ー
ポ
ン

券
な
ど
と
一
緒
に
送
付
す
る
お
知

ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
７
月
１
日
以
降
に
弘
前

市
に
転
入
し
た
対
象
年
齢
の
人

は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
よ
り
発

行
さ
れ
ま
す
。
既
に
前
住
所
地
の

市
町
村
よ
り
ク
ー
ポ
ン
券
が
送
付

さ
れ
て
い
る
人
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

午
前
８
時
半

〜
午
後
５
時
15
分
に
、
健
康
推
進

課（
野
田
２
丁
目
、弘
前
市
保
健
セ

ン
タ
ー
内
、☎
37
・
３
７
５
０
）へ
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

弘
前
市
急
患
診
療
所
（
弘
前
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、☎
34
・
１
１
３
１
）
は
、夜
間
（
午
後
７
時
〜
10
時
半
）
や
日
曜
・
祝
日
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）
の
内
科
、小
児
科
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
救
急
の
場
合
は
弘
前
消
防
本
部
の
救
急
病
院
案
内
（
☎
32
・
３
９
９
９
）
で
当
番
病
院
を
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
に
関
す
る
市
民
講
座

　
「
が
ん
」
と
「
癌
」
の
用
語
と

「
が
ん
遠
隔
病
理
診
断
」
に
つ
い

て
、分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

▽
と　

き　

10
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
７
時
半

▽
と
こ
ろ　

駅
前
市
民
ホ
ー
ル

（
駅
前
町
、
ジ
ョ
ッ
パ
ル
４
階
）

▽
内　

容　
「
が
ん
遠
隔
病
理
診

断
の
最
先
端
〜
が
ん
医
療
の
地
域

間
格
差
の
是
正
に
つ
い
て
〜
」
…

講
師
・
佐
藤
達
資
さ
ん
（
弘
前
大

学
大
学
院
保
健
学
研
究
科
医
療
生

命
科
学
領
域
病
態
解
析
科
学
分
野

教
授
）

▽
対　

象　

中
学
生
以
上
の
市
民

▽
入
場
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
大
学
大

学
院
保
健
学
研
究
科
総
務
グ
ル
ー

プ
（
☎
39
・
５
９
０
５
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
　

予
防
接
種

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
一
部
公
費
負
担
（
自
己

負
担
１
０
０
０
円
）
で
実
施
し
ま

す
。接
種
に
つ
い
て
は「
健
康
と
福

祉
ご
よ
み
」
に
掲
載
の
市
指
定
医

療
機
関
へ
直
接
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
実
施
期
間　

11
月
１
日
〜
12
月

31
日

健

康

相

談

　
「
生
活
習
慣
病
の
予
防
」「
禁
煙

し
た
い
」「
健
診
結
果
を
詳
し
く

知
り
た
い
」「
健
診
受
診
後
の
生

活
に
つ
い
て
」
な
ど
、
健
康
や
栄

養
に
関
し
て
保
健
師
や
栄
養
士
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
予
約
制

で
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
事
前

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
。

▽
と　

き　

11
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
野
田
２
丁
目
）

▽
予
約
受
付
時
間　

午
前
８
時
半

〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先　

弘
前

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
37
・
３
７

５
０
）

年　齢
（平成21年４月１日現在）

生　年　月　日

20歳 昭和 63年（1988）４月２日～平成元年（1989）４月１日生まれの人

25歳 昭和 58年（1983）４月２日～昭和 59年（1984）４月１日生まれの人

30歳 昭和 53年（1978）４月２日～昭和 54年（1979）４月１日生まれの人

35歳 昭和 48年（1973）４月２日～昭和 49年（1974）４月１日生まれの人

40歳 昭和 43年（1968）４月２日～昭和 44年（1969）４月１日生まれの人

年　齢
（平成21年４月１日現在）

生　年　月　日

40歳 昭和 43年（1968）４月２日～昭和 44年（1969）４月１日生まれの人

45歳 昭和 38年（1963）４月２日～昭和 39年（1964）４月１日生まれの人

50歳 昭和 33年（1958）４月２日～昭和 34年（1959）４月１日生まれの人

55歳 昭和 28年（1953）４月２日～昭和 29年（1954）４月１日生まれの人

60歳 昭和 23年（1948）４月２日～昭和 24年（1949）４月１日生まれの人

健康健康

市
で
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
と

正
し
い
健
康
意
識
の
普
及
お
よ
び

啓
発
を
図
り
、
健
康
保
持
・
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国

の
方
針
に
基
づ
き
、「
女
性
特
有

の
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
対
象
と
な
る
の

は
下
記
に
該
当
す
る
人
で
す
。

対
象
年
齢
に
該
当
す
る
人
で
、

平
成
21
年
６
月
30
日
現
在
、
弘
前

市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人
に
は
、

11
月
中
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
お
よ

び
検
診
手
帳
を
発
送
す
る
予
定
で

す
。
既
に
市
の
子
宮
・
乳
が
ん
検

診
を
受
診
し
、
自
己
負
担
金
を
支

払
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
自
己
負

担
金
を
助
成
し
ま
す
の
で
、
領
収

書
を
保
管
し
て
お
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ク
ー
ポ
ン

券
な
ど
と
一
緒
に
送
付
す
る
お
知

ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
７
月
１
日
以
降
に
弘
前

市
に
転
入
し
た
対
象
年
齢
の
人

は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
よ
り
発

行
さ
れ
ま
す
。
既
に
前
住
所
地
の

市
町
村
よ
り
ク
ー
ポ
ン
券
が
送
付

さ
れ
て
い
る
人
は
、
お
問
い
合
わ

せ

だ
さ
い
。

後
７
時
〜
10
時
半
）
や
日
曜
・
祝
日
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

９
）
で
当
番
病
院
を
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

年　齢
21年４月１日現在）

生　年　月　日

20歳 昭和 63年（1988）４月２日 平成元年（1989）４月１日生まれの人

女性特有のがん検診推進事業

子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券

に関する講座など

子
宮
頸
が
ん

乳
が
ん

18

弘前りんごPRソング
振付コンテスト

　９月 27 日、岩木文化センターあそべーる（賀田１
丁目）で、第２回弘前りんごＰＲソング振付コンテス
トが開催されました。保育園児やダンスサークルなど
10チームが参加し、「トコ・ドッコイ弘前りんご」の
曲に合わせ、趣向を凝らした衣装と振り付けで踊りを
披露しました。審査の結果は下記のとおりです。
【最優秀賞＝メリーさんのひつじ／優秀賞＝大開保育
園、新和児童館／つがる賞＝リンゴアッチャーズ／王
林賞＝アップル友の会／ふじ賞＝常盤野保育所】

レッツウォークお山参詣

　９月 18 日、第 26 回レッツウォークお山参詣（さ
んけい）が行われ、市民や地元の高校生など約 300
人が参加しました。
　参加者は「サイギ、サイギ」の掛け声のもと、お供
え物や御幣、のぼり旗などを携え、五穀豊穣（ほうじ
ょう）・家内安全を祈願しながら、岩木庁舎から岩木
山神社までの約６㎞の道のりを３時間余りをかけ練り
歩きました。

９月１８日

９月２７日

弘前・白神アップルマラソン

　10 月４日、弘前市と西目屋村をコースに「第７回
弘前・白神アップルマラソン」が開催され、参加した
約 4,100 人のランナーが健脚を競いました。
　この日は時折雨が降る肌寒い天候となりましたが、
午前９時のフルマラソンのスタートを皮切りに、10
㎞、ハーフマラソン、５㎞、３㎞の順に各種目が開始
されると、ランナーたちは、沿道の声援を受けてさわ
やかな汗を流していました。

１０月４日
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広
報
ひ
ろ
さ
き
は
環
境
に
や
さ
し
い

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

弘
前
市
は
毎
月
５
日
を
「
り
ん
ご
を
食
べ
る
日
」
と
条
例
で
定
め
ま
し
た
。

（
平
成
１９
年
４
月
１
日
施
行
）

人の
  動き

・人　口　　　 （前月比）
　　 183,164 人 (+ 5)
　男 83,414 人 (- 36)
　女 99,750 人 (+ 41)
・世帯数
　　 70,606 世帯 (+ 42)
平成21年９月1日現在（推計）

　「広報ひろさき」は市の主な施設や、市内の金融機関・郵

便局のほか、下記スーパーマーケットでも入手できます。ま

た市のホームページにも掲載していますのでご利用を。

●カブセンター各店　　●ベニーマート　●Uマート各店

●マックスバリュ各店　●ユニバース各店

■問い合わせ先　広報広聴課広報係（☎ 35・1194）

スーパーマーケットなどにも広報紙を配置

　弘前市子ども会連合会ＯＢ会、ボーイスカウト、ガールス
カウト、スポーツ少年団、青少年育成委員会などが、楽しい
催しをたくさん用意して、みんなを待ってるよ。

▽と　き　11月３日（火）、午前 10時～午後２時
▽ところ　弘前文化センター（下白銀町）
▽内　容　舞台発表、体験コーナー、作品展示会（子ど
もたちから募集した作品の展示）など
▽問い合わせ先　中央公民館（☎ 33・6561）

第48 回  弘前市子どもの祭典
みんなともだち　笑顔のワ！

　

絵
図
は
自
然
景
観
な
ど
を
絵
画

的
に
表
現
し
た
地
図
で
、
貴
重
な

歴
史
資
料
で
す
。
大
き
い
も
の
で

４
〜
５
㍍
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
が

故
、
普
段
な
か
な
か
目
に
す
る
機

会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
、
弘
前
大
学
附
属
図
書
館

で
発
見
さ
れ
た
「
津
軽
領
元
禄
国

絵
図
写
」
ほ
か
、
展
覧
会
で
な
け

れ
ば
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
大
型

絵
図
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
貴
重
な

機
会
で
す
。
現
在
の
状
況
と
重
ね

合
わ
せ
な
が
ら
、
昔
の
津
軽
領
や

弘
前
城
下
の
歴
史
散
歩
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

▽
開
催
期
間　

10
月
31
日
〜
12
月

20
日
、
午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時

半▽
観
覧
料　

一
般
＝
２
８
０
円

（
２
１
０
円
）
／
高
校
・
大
学
生

＝
１
４
０
円
（
１
０
０
円
）
／
小
・

中
学
生
＝
80
円
（
40
円
）

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
。
ま
た
、65
歳
以
上
の
市
民
、

市
内
の
小
・
中
学
生
や
障
害
者
、

外
国
人
留
学
生
は
無
料
。
年
齢
や

住
所
を
証
明
で
き
る
も
の
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

※
た
だ
し
、11
月
23
日
は
開
館
し
、

翌
24
日
は
休
館
し
ま
す
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

▽
と　

き　

11
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

▽
と
こ
ろ　

市
立
博
物
館
展
示
室

▽
講　

師　

本
田
伸
さ
ん
（
青
森

県
立
郷
土
館
研
究
主
幹
）

▽
入
場
料　

無
料
（
観
覧
料
は
必

要
で
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
博
物
館

（
下
白
銀
町
、
☎
35
・
０
７
０
０
）

「
御
郡
中
絵
図
」
弘
前
図
書
館
所
蔵

市立博物館
企画展

絵図にみる

津軽・弘前


